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本書は,植民地期以前の東南アジア史に関する

アンソニー ･リード氏の研究の集大成であり,全

2巻のうちの第1巻である｡本書のテーマは,東

南アジアの交易活動がもっとも活発であった1450

年から1680年までの時代 (つまり ｢交易の時代｣)

における東南アジアの物理的,物質的,社会的構

造を措 くことにある｡しかも著者は,従来の東南

アジア史研究とはかなり異なる接近方法をとり,

これが本書を極めて野心的で問題提起的な労作と

している｡著者の問題意識は本書の構成に表現さ

れているので,まず構成を示しておこう｡

第1章 イントロダクション:｢風下の地｣(物理

的ユニットとしての東南アジア,人的ユニ

ットとしての東南アジア)

第2章 物質的福利 (人口,農業形態,土地所有,

道具,食事と食料供給,水とワイン,ベテ

ルとタバコ,健康的な人々? 衛生,薬,

伝染病と風土病)

第3章 物質文化 (軽い家屋,高貴な寺院,家具

と明かり,身体の装飾,髪,衣服,織物生

産と交易,金銀細工,職人の専門化,冶金

術 :権力への鍵- 秩,鍋,錫,鉛- )

第4章 社会組織 (戦争,労働力の動貞- 奴隷

と義務- ,裁判と法,性関係,若い花嫁 ?

出産と繁殖力,女性の役割)

第5章 祭りと娯楽 (劇場国家,コンテストと競技,

劇場,ダンス,音楽,高い識字率 ? 口承

と記述文学)

上記の構成内容から分かるように,本書は全体

としてブローデル (FenlandBraudel)史学の問題

意識,とりわけ 『物質文明 ･経済 ･資本主義』第

1巻1)の ｢物質文明｣を下敷にしている｡その間

1) Braudel,Femand.Ct砂血tismandMaお血ILife
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題意識のうち本書と特に関連の探い部分は,次の

2点であろう｡第1点は,全体史構築への試みで

ある｡伝統的な歴史記述は政治,経済,社会,文

化などの諸領域を別個に扱い,ある地域社会の歴

史をトータルに描 くことはほとんどなかった｡著

者は ｢このように広範なアプローチは確かに,表

面的なものになるか自明なものになる危険性が大

きい｣ことを認めながら,｢専門主義は,大部分の

住民にとって最も重要な歴史の諸側面を排除する,

という,恐らくより深刻な危険をはらんでいる｣

(p.xiv)と主張する｡さらに,地域的に広範囲に

わたる東南アジアの全体史を書 くためには多数の

言語に通じているだけでなく,人類学,民俗学な

ど多くの研究分野の知識を必要とする｡もし,｢全

体史｣という概念を厳格に考えるならば,これら

全ての条件を満たす必要があろう｡ しかし,かか

る厳格な意味での ｢全体史｣を1人の研究者が書

くこと峠不可能に近い｡元来歴史研究者である著

者は,これらの限界を十分暴知 しており,その欠

陥を他の研究者による研究や翻訳文献を積極的に

利用することで補っている｡もちろんこれは理想

的方法ではないが,本書のように野心的な仕事の

場合,次善の策として許されるであろう｡

第2点は,東南アジアを多少とも一体性をもっ

た ｢世界｣として描 くことである｡東南アジア史

の概説書は ｢多様性の中の統一性｣を強調するこ

とを忘れないが,現在までのところそれは標語に

留まっており,｢統一性｣または一体性の実態が説

得的に記述されてきたとは言い難い｡著者は,支

配者や外国人ではなく,できるかぎり庶民の日常

的な生活様式に焦点をあて,当時の東南アジアが

実態として 1つの独立した世界であることを証明

しようとする｡これは,全体史の記述に具体的な

内容を与えることにもなる｡著者は,｢交易の時代｣

の東南アジアは,共通の気候的,物理的,商業的

プレッシャーにより,非常に同質的な物質文化を

発展させてきた,とみなしている｡上記のような

ブローデル的問題意識は,チ ョ- ドリー (K.N.

1400-1800.Translated by Miriam Kochan.
London:WeidenfeldandNicolson,1973.



書

chaudhuri)の 『インド洋における交易と文明』2)千,

ブラッセ (LeonardBluss6)の 『奇妙な会社』3)に

も表れている｡

著者の意図がどの程度成功 しているかを,個々

の トピックについてここで評価することはできな

いが,全体として次の2点は評価 し得る｡まず,

本書で扱われている時代の東南アジアが,一般住

民の物質文化の観点から見るかぎり紛れもなく1

つの独立 した世界であったことが説得的に検証さ

れている｡第2に,王国の輿没や国際交易の背後

で住民がいかなる生活をしていたかが,生き生き

と措かれており,本書は新鮮な東南アジア像を与

えてくれる｡例えば,｢交易の時代｣における東南

アジアの女性は,アラブ,インド,ヨーロッパ,

中国世界の女性と比べて一般に地位が高く,商業

や農業で重要な役割を演 じていたこと,それが日

常生活の性関係における女性の積極性にも反映し

ていることなど,女性の問題がかなり詳しく記述

されている｡しかし,キリス ト教,仏教,儒教の

浸透は,徐々に女性の相対的地位を脅かしていっ

た｡著者は,このような社会的変化を ｢交易の時

代 ｣ の状況と関連させる｡つまり,これら宗教の

浸透自体が活発な交易活動の結果なのである｡か

かる歴史記述に対 しては賛否両論あると思われ

る｡しかし,少なくとも本書は東南アジアの歴史

研究の幅を一気に広げ,豊かにしたと言えよう｡

ただし本書の最終的な評価は,以下の理由により

現段階では差し控えたいと思う｡

著者によれば,第2巻は第 1巻で示された文脈

における,｢アナ-ル学派がコンジョンクチュール

およびエペヌマンと呼ぶことがら｣に焦点を当て

ることになっている｡アナ-ル学派のいうコンジ

ョンクチュールとは,種々の状況の複合または中

期の変動局面を,エペヌマンとは短期の ｢事件史｣

2) Chaudhuri,K.N.Ty7adeandCivilizationinLhe
IndianOcean:AnEconomicHis吻･from 肋e

RiseofIslamto1750.Cambridge:Cambridge

UniversityPress,1985.

3) Bluss6,Leonard.StrangeCompany:Chinese

settlers,MestizoWomenandtheDutchinVOC
Batavia.Dordrecht:ForisPublications,1988.
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を意味する｡従って第2巻では,本書で記述され

た物質文化を背景として,東南アジア世界の変化,

交易,出来事などが総合され,｢交易の時代｣が全

体史として措かれるはずである｡第 1巻の評価や

位置付けは第2巻が完結した段階で一層明らかに

なるであろう｡

(大木 昌 ･八千代国際大学)

ColinW山d;andPeterCarey,eds.Bom in

Fife:TheIndonesianStyuggleforIndゆendence.

Athens,Ohio:OhioUmiversityPress,1988,xvii

+215p.

本書は,もともとBBCのインドネシア向け国

際放送の,インドネシア独立40周年記念特集番組

として,1985年に37回にわたって放送された内容

をまとめて出版したものである｡最初1986年8月

に,GeloraApiRevolusi(革命の火)と題してイン

ドネシア語でグラメディアから出版されたが,こ

のほど (1988年)それが英訳され,オハイオ大学

出版会から刊行された｡

放送 も出版 も共に,BBCのインドネシア-マ

レーシア ･セクションのチーフ,コ-リン･ワイ

ル ド(ColinWud),ならびにイギリスの トゥリニ

ティ･カレッジ教授でインドネシア史の専門家で

あるピーター ･キャレイ (PeterCarey)の両氏に

より企画された｡その内容は,19世紀末のアジア

の民族的覚醒から始まって20世紀のインドネシア

民族運動を概観 したのち,日本軍政,独立宣言,

独立戟争をへて完全独立を達成するまでのインド

ネシア民族運動史を,37の トピック (1つの トピ

ックが 1回の放送番組,また書籍では1章を構成)

に分けて記述したものである｡37の トピックを時

代別に見ると,オランダ時代に関するもの14,日

本軍政 2,そして独立宣言ならびに独立戦争期に

関するものが21で全体の半分以上を占めている｡

これらの大部分の原稿は各テーマの専門家によっ

て書かれたものであるが,一部 (13のトピック)は,

歴史の当事者による証言 (インタビュー)という

形をとっている｡執筆に参加したのは,欧米 (ア

メリカ,オランダ,イギリス,オーストラリア)
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